ケーススタディ (社大福祉フォーラム2016報告) -- (自主企画分科会からの報告) by 下鳥 葵
はじめに
　日本社会事業大学社大福祉フォーラム運営委員























































企画担当　編入 4 年　前　田　　　南・学部 3 年　荒　川　和　紀
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学部 2 年　高　橋　夏　海・学部 2 年　堀　内　亨　樹















1. 進め方の説明 (15 分 )
2. 自己紹介 (10 分 )
3. 事例の説明 (15 分 )
4. 個人での検討 (15 分 )
5. グループでの検討 (40 分 )
6. 全体での共有 (15 分 )



































プログラム参加者は 18 人。学部 1 年生が 6 人、









































プログラム参加者は 11 人。学部 1 年生が 6 人、




に振る舞う A ちゃんだが、PTSD の症状がある。
( 参考資料 2) ケーススタディ参加者は、もし自分
の立場がAちゃんが通う学校のスクールソーシャ
ルワーカーなら、どんな支援ができるのかを考え
た。あるグループでは、「安心」「信頼」「理解」
というキーワードが多く聞かれた。一方で、他の
グループではエコマップに支援方法をまとめるな
ど、それぞれ見ごたえのある発表であった。大き
く分けると子ども分野では「安心できる場所作り」
と「周囲の理解を得るきっかけを作ること」が A
ちゃんが通う学校のスクールソーシャルワーカー
なら、どんな支援ができるのかという問いの答え
であった。
5．アンケート結果
　(1) 集計結果
　プログラムの最後に、本企画の目的である「企
画者含め参加者がそれぞれの考えを言葉にし、意
見交流ができる場を提供すること」「福祉分野を
学ぶ学部生と実際に福祉の現場に出ている先輩が
意見交流し、理想と現実のギャップを知ること」
が達成できたかどうかを調査するため、参加者に
アンケート用紙の記入をお願いした。
　以下はその結果である。なお、単位はすべて「人」
とする。
Q. 本日のプログラムはいかがでしたか？
非常に良かった：9
　良かった：7
　普通：3
　あまりよくなかった：0
　よくなかった：0
・良かった点：
当事者の話を聞けた 4
意見の共有ができた　3
現場での話を聞けた　2
自分が参加できる 1
みんながワークに参加していた 1
時間配分 1
初めてのケーススタディだったので楽しめた 1
先輩と交流できた 1
・良くなかった点：
反論が少ない 2
設定がアバウトだった 1
時間が短かった 1
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Q. あらゆる場面での非常時の対応について、今
　 のあなたの考えをお聞かせください。
①あなたは普段、非常時の対策として実行してい
　ることはありますか？
　　　特に何もしていない：15 人
　　　している：4 人
・具体的な対策：
　　防災グッズ　2
　　水、食料など生命維持のための備え　2
　　非常口の確認　1
②あなたが現場で働く福祉従業者だとしたら、
　非常時の備えは必要だと思いますか？
　　　特に必要だと思わない：2 人
　　　必要だと思う：16 人
　　　無記入：1 人
・どのような備えが必要だと考えるか：
　　食料、水分　6
　　避難ルート、場所の確認　3
　　被災時のための SW、相談員の確保　2
　　クライエントの特性に合わせた対策　1
　　非常時に大切なものは何か考えておくこと　1
　　正しい知識を得る　1
　　車いす　1
　　人工内耳の電池　1
③あなたが現場で働く福祉従業者だとしたら、非
　常時の対応について行政機関にどのようなこと
　を期待しますか。
　　　正確な情報伝達　3
　　　パーソナルスペースの確保　3
　　　物資の早急な提供　3
　　　全員への情報伝達　1
　　　安否確認の体制の整備、その周知 1
　　　障がい者、老人、子供への配慮　1
　　　SW の効率的な派遣　1
　　　ボランティア教育　1
Q. ケーススタディを通した感想についてお聞か
　せください。
①本日のプログラムの内容の難易度についてお聞
　かせ下さい。
　　　難しかった：6
　　　やや難しかった：6
　　　普通：3
　　　やや易しかった：0
　　　易しかった：1
　　　無記入：3
②本日のプログラムにおいて、あなたに一番影響
　を与えた人・ものは何ですか？
　　　ゲストの方：12 人
　　　他の参加者：4 人
　　　学生スタッフ：0 人
　　　取り扱った事例 :0 人
　　　無記入：3 人
・印象的なエピソードを教えてください。
　　当事者の体験　４
　　学生の運営がよかった　３
③本日のプログラムを終えて、今後に活かしたい
　と感じたことはありますか。
　　　勉強　3
　　　当事者の気持ちを考慮すること　３
　　　被災時に自分にできること　1
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　　　自分にない視点　1
　　　コミュニケーションの大切さ　1
　　　事例検討の進め方　1
(2) 考察
　ケーススタディを通した感想のアンケート欄に
て、「本日のプログラムにおいて、あなたに一番
影響を与えた人・ものは何ですか？」という問い
がある。グラフを見てみると、過半数以上が「ゲ
ストの方」という回答をしているということが分
かった。また、ゲストスピーカーと話し、本学学
生は災害時の非常時の対応を具体的に思い描ける
ようになっていることも、様々な対応が挙げられ
たアンケート結果からもわかる。この結果から、
企画者含め参加者がそれぞれの考えを言葉にし、
意見交流ができる場を提供することができたと考
えられる。なにより、福祉分野を学ぶ学部生と実
際に福祉の現場に出ている先輩が意見交流し、理
想と現実のギャップを知ることができたであろ
う。
6．総括
　今回このような現場で活動されているゲストの
方と交流できる機会によって、学生は自分自身の
イメージと現場のギャップを実感することができ
たと私は考える。また、考えを言葉にすることで、
参加者一人ひとりが自分の持っていた現場のイ
メージを知ることができたであろう。そして、そ
のビジョンを参加者と意見を交換し合い、それぞ
れが新たな視点や価値観を得ることができた。ま
た、ご協力いただいたゲストの方々にも「今の学
生が考えていることが知れて新鮮であった」とい
う肯定的な感想をいただいた。
　最後に、今回の交流及びケーススタディの企画
を通して、学生が自分たちの力で学習の場を作り、
新たな気づきを得ることの重要さを学んだ。今後
も自発的な学習のための機会つくりに努めていき
たい。なぜなら、重要だと気付いたことを「継続」
させることが今後の学習の発展につながるからで
ある。
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参考資料１
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